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久留米市学校給食運営審議会

日時 令和5年8月２８日（月）１９時
場所 市庁舎301会議室
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１．意義と役割
２．実施形態
３．実施概要
４．物資の購入
５．衛生管理
６．アレルギー対応
７．地産地消
８．残食

Ⅰ 本市の学校給食の概要



3

１．意義と役割

▶ 学校給食法等に基づき実施され、

成長期にある児童生徒の心身の
健全な発達に資するもの

▶ 児童生徒の食に関する正しい理解と
適切な判断力を養う上で
重要な役割を果たすもの

学校給食とは
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２．実施形態

学校数
(校)

児童
生徒数
（人）

自校方式 センター方式

学校数
児童
生徒数

学校数
児童
生徒数

小学校 44 16,825 37 15,800 7 1,025 

中学校 17 7,767 2 731 15 7,036 

特別支援 1 277 1 277 

合 計 62 24,869 40 16,808 22 8,061 

【令和５年５月１日現在】【令和５年度】
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自校方式

・小学校（田主丸町を除く） 37校
・北野中学校、城島中学校
・特別支援学校

２．実施形態

センター方式
（中央学校給食共同調理場）

・旧久留米市の中学校
13校

・三潴中学校

センター方式
（田主丸学校給食共同調理場）

・田主丸町の小学校
7校

・田主丸中学校
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３．実施概要

市内共通の
年間献立計画をもとに
「旧久留米市域」
「田主丸地域」
「北野地域」
「城島・三潴地域」
「中央共同調理場」
に分けて
献立を作成

年間１９５回目標▶

▶

久留米市公式HP

献立表
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４．物資の購入

福岡県学校給食会から購入 久留米市学校給食会が
各納入組合から一括購入

一般物資基本物資

「食材の安全性」・「安定供給」・「適正価格」

・ご飯
・パン
・牛乳

・野菜
・魚
・肉 等

▶ ▶
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４．物資の購入

久留米市学校給食会

納入指定業者

学校

④納品

②発注

⑤代金納付

①入札 ③発注

自校方式

センター方式

久留米市学校給食会

納入指定業者
⑤納品

③発注

⑦代金納付

①入札 ④発注

⑥一括支払

共同調理場
②申込

学校

⑥配送

⑧一括支払
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５．衛生管理

国の「学校給食衛生管理基準」

「久留米市学校給食衛生管理マニュアル」

施設設備や調理過程での衛生管理等を徹底

食中毒や異物混入が発生した場合

国の通知や本市作成のマニュアルに
沿って早急に対応

起こらないようにしていても・・・

「久留米市学校給食衛生管理マニュアル」
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５．衛生管理

「作業工程表」作成のポイント

「作業動線図」作成のポイント

二次汚染の防止（人の動き）

・各調理場ごとに作成する。

・出来上がりの時間から逆算し、
衛生面に配慮した作業分担とする。

・料理、食材、汚染食材の色を決め、
汚染食材と清潔な食材が交差する
所をチェックし変更する。

・各調理場ごとに作成する。

作業工程表

作業動線図

汚染作業と清潔な食材の交差の防止（食材の動き）
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６．アレルギー対応

国の「食物アレルギー対応方針」

「学校生活管理指導表」を毎年提出

「学校のアレルギー疾患に対する
取り組みガイドライン」

市の
「学校給食における食物アレルギー
対応の手引き」に基づく対応

各学校に委員会等を設置し、組織的に対応
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６．アレルギー対応

食物アレルギー症状への迅速な対応

福岡県教育委員会

「食物アレルギー緊急対応マニュアル」

緊急対応が必要となる
可能性のある人を把握し、
職員全員で共有する

各学校の対応委員会において、
研修計画を策定し、
校内での研修を実践する

▶

▶
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６．アレルギー対応
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６．アレルギー対応

要対応者 除去食対応 一部弁当 毎日弁当
エピペン
保有者

小学校 360
403

143 2 53除去食 牛乳未飲用

314 89

中学校 139
112

81 2 28除去食 牛乳未飲用

76 36

特別支援 9
11

5 0 1除去食 牛乳未飲用

9 2

合計 508
526

229 4 82除去食 牛乳未飲用

399 127

【令和５年度】
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７．地産地消

年度 R2 R3 R4 R7

金額 57.8％ 56.1% 44.8％ 62%

品目 71.0％ 75.7％ 74.6% ー

数量 43.6％ 43.5% 41.5％ ー

児童生徒の食材への関心や
地域の農産物への理解を深め、
感謝の気持ちを持ち、残さず食べる

【第４次（R4～R7）食育推進プランにおける地場農産物利用率のR7年度目標指数】

久留米産米、野菜が中心

豚骨ラーメン
焼き鳥

月2回
「地場産の日」

～献立の工夫～

～ご当地グルメ～
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８．残食
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８．残食

減らすための食育の取組み

学校栄養士と学級担任等との連携

献立や調理の工夫

「給食だより」を通した家庭への啓発

パン 米飯 副食

年度 R4 R7 R4 R7 R4 R7

小学校 4.3% 2.5% 3.0% 2.5% 3.4% 2.5%

中学校 3.3% 0.8% 3.5% 1.1% 2.4% 0.7%

【第４次（R4～R7）食育推進プランにおける残食率のR7年度目標指数】

※全国平均の残食率：６．９％（平成25年度）



18

１．給食費の改定動向
２．令和５年度の給食
３．国の交付金を活用した支援等

Ⅱ 給食費について
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１．給食費の改定動向

学校給食法第１１条
学校給食費は食材を購入する費用に充てられる

給食１回の金額 月額

小学校・
特別支援学校小学部

R4 ２３１円
R5 ２６０円
（＋２９円）

R4 ４，１００円
R5 ４，６００円

（＋５００円）

中学校
特別支援学校中学部・
高等部

R4 ２６０円
R5 ３１６円
（＋５６円）

R4 ４，６００円
R5 ５，６００円
（＋１，０００円）

食材費の急激な値上がり

成長期の子どもたちにふさわしい、栄養バランスがとれた給食
を提供するため、令和５年度より学校給食費を増額改定。



物価高騰の影響を受ける子育て世帯への支援
「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金」
を活用し、市が増額分の全額を支援。
⇒保護者負担額は令和４年度から据え置き。
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小学校等 １食260円
（月4,600円） 援

１食231円
（月4,100円）

中学校等 １食316円
（月5,600円）

１食260円
（月4,600円）

R５

※小学校等には特別支援学校小学部を、中学校等には特別支援
学校中学部及び高等部を含みます。

１．給食費の改定動向
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２．令和５年度の給食

給食費改定後の給食

だしの量を増加
旨味アップ

国産品・地場産品
の積極的な活用栄養摂取量の充足

価格的に使えなかった
価格の高い食材の使用増加

一食物（デザート・
ジャム等）
の提供回数増加

減塩



23

２．令和５年度の給食

Ｒ４年度との残食率の比較（6月）

小学校 パン ごはん 牛乳 副食

Ｒ４ 5.0 3.9 2.2 3.9

Ｒ５ 4.5 3.4 0.8 2.5

中学校 パン ごはん 牛乳 副食

Ｒ４ 4.5 3.2 2.1 3.4

Ｒ５ 3.2 2.5 0.8 2.1

（％）
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２．令和５年度の給食

Ｒ４年度との価格比較（基本物資）

食材名 Ｒ４ Ｒ５ 値上げ率

牛乳 200㎖1本 49.7 55.2 11.1

精白米 1㎏ 310 292 -5.8 

白麦 1㎏ 250 272 8.8 

委託ごはん90ｇ 60.5 61.7 2.0

委託麦ごはん90ｇ 63.83 64 0.3

食パン60ｇ 48.9 51.5 5.3 

米粉パン50ｇ 60 66.2 10.3

脱脂粉乳 1㎏ 650 715 10.0

乾麺 1㎏ 1260 1290 2.4

中華麺 1㎏ 1260 1290 2.4

（円） （％）
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２．令和５年度の給食

Ｒ４年度との価格比較（㎏単価）

食材名
Ｒ４

年間平均
Ｒ５

4月～6月平均
値上げ率

小麦粉 169 175 3.6 

チーズ 1470 1770 20.4 

じゃがいも 232 378 62.4 

大豆 422 418 -1.1 

淡色野菜平均 254 284 12.1 

緑黄色野菜平均 404 428 6.0 

生魚平均 1,872 2,186 16.8 
牛肉スライス（輸入） 1,400 1,650 17.9 
豚肉スライス 910 1000 9.9 

鶏もも肉 950 1050 10.5 

（円） （％）
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一食単価

小学校 4月 5月 6月

単独校調理場 281.42 272.97 266.56

共同調理場 258.76 251.48 260.68

中学校 4月 5月 6月

単独校調理場 324.84 316.80 311.52

共同調理場 334.25 318.92 306.54

小学校 260円 中学校 316円

４～6月の実施後の一食単価

２．令和５年度の給食

（円）



給食費改定の激変緩和措置
（改定幅の１/２支援）
については、
R６年度に実施することとし、
債務負担行為を設定する。

激変緩和対応として増額幅の
２分の1を支援していたが、
現下の経済状況を踏まえ、
増額幅の残り２分の１を
４月から遡及して支援する
こととする。

「給食費の前回改定（平成27年
度）から現在までの価格上昇」と
「最近の物価高騰」の双方を踏ま
えて算定した額を支援額とし、
食材費の購入に充当した。

令和５年度 給食費改定

３．国の交付金を活用した支援等
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【4年度】

【５年度】

【６年度】
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１．ストローレス牛乳パックの導入
２．給食調理施設

Ⅲ その他
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１．ストローレス牛乳パックの導入

・約526万本のストロー使用本数減

・約1.58トンのプラスチックごみ削減

・約7.9トン減の二酸化炭素排出量の削減

環境負荷
の低減

令和5年度２学期から導入

ストローレス牛乳パック

児童生徒の環境意識の向上

◎飲み口部分の圧着強度の軽減

◎開封する力が伝わりやすく、
指先が滑りにくくするための凹凸加工
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２．給食調理施設

令和２年度 全自校方式の学校の調理室に
エアコンが設置が完了

調理員の熱中症予防

共同調理場の次期事業手法の検討

今年度、給食の安定的な提供、財政負担、事務負担を分析、
検討し、令和７年度からの運営方法を決定する

ＰＦＩ方式で運営する中央学校給食共同調理場は、
令和６年度末で１５年間の契約期間が満了

※PFI方式…民間の資金と経営能力・技術力を活用し、
施設の設計・建設や維持管理、運営を一括で行う

令和２年度以降体調不良者が激減
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最後に
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和食を味わおう
～合わせだしを活用し

減塩を目指そう～

令和５年度 献立重点目標
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和食の日献立（６月）

＊麦ごはん
（お米は久留米産の元気つくし）

＊赤魚のごまソースかけ
（赤魚に衣をつけて油で揚げて、
ごまソースをからめる）

＊きゅうりとわかめの酢の物
（久留米産のきゅうり使用）

＊豆乳入りみそ汁
（いりこと昆布の合わせだし）

安全で安心な美味しい 久留米の
手作り給食を児童生徒へ提供


